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（論 文 内容 の 要 旨 ）  

 ミ ク ロ ネ シ ア 、 メ ラ ネ シ ア 、 ポ リ ネ シ ア か ら な る 南 太 平 洋 の 島 々 は 、 ホ モ ・

サ ピ エ ン ス が 汎 地 球 動 物 と な る 過 程 で 最 後 に 定 着 し た 地 域 で あ る 。 こ の 海 洋 世

界 に 人 類 が 拡 散 し た 過 程 を 解 明 す る こ と は 、 新 た な る 環 境 条 件 で 生 じ る 身 体 適

応 の 問 題 を 理 解 す る 上 で 大 き な 意 義 が あ る 。 し か し 、 こ と ミ ク ロ ネ シ ア で は 、

人 類 学 的 研 究 の 基 礎 と な る 古 人 骨 資 料 が 十 分 に 発 見 さ れ て い な い こ と も あ り 、

先 史 時 代 の 拡 散 経 路 に つ い て は 、 ま だ 諸 説 が 入 り 混 じ る の が 現 状 で あ る 。 そ こ

で 、 ミ ク ロ ネ シ ア の 中 央 部 に あ る カ ロ リ ン 諸 島 の フ ァ イ ス 島 で 出 土 し た 人 骨 を

形 態 学 的 に 解 析 し 、 近 隣 の 諸 集 団 と 比 較 す る こ と に よ り 、 当 の 問 題 を 解 決 す る

糸 口 を 探 す と と も に 、 ミ ク ロ ネ シ ア に お け る 人 間 の 生 物 学 的 多 様 性 を も 検 討 す

るの が 、本 研 究 の 目 的 で あ る 。  

 フ ァ イス 島 の ハ サ ハ ペ イ 遺 跡 (AD1300-1600)で 発掘 さ れた 合計 14 体 分 の人 骨

を分 析 資料 と し た 。 成 人 骨 が 8 体 、小 児 骨が 1 体、 幼 児骨 が 5 体 か らな る が、

まず 全 部の 人 骨 に つ い て 、骨 計 測、肉眼 観察 、古 病 理学 的 分析 な どを 実 施し て 、

身体 特 徴や 生 活 痕 や 病 変 に 関 し て 詳細 に 記載 し た。 次 に保 存 状態 が 良い 3 人 分

の 成 人 骨 格 に つ い て 、 頭 蓋 の 計 測 値 と 歯 の 計 測 値 の デ ー タ を 主 成 分 分 析 法 な ど

で 解 析 し 、 広 く 他 集 団 の 計 測 値 と 比 較 す る こ と に よ り 、 太 平 洋 地 域 お よ び ア ジ

ア地 域 の人 骨 集団 と の 間 で 近 遠 関 係を 分 析し た 。  

 体 形 の 目 安 と な る 成 人 の 身 長 に つ い て は 、 ミ ク ロ ネ シ ア や ポ リ ネ シ ア の 集 団

と 比 べ て 大 差 な く 、 や や 高 身 長 に 傾 く 推 定 値 を 提 示 し た 。 各 種 の ス ト レ ス マ ー

カ ー 、 椎 骨 変 形 や 四 肢 骨 関 節 炎 な ど の 病 変 が 多 く 認 め ら れ る こ と か ら 、 身 体 的

負 荷 の 高 い 生 業 が 営 ま れ て い た こ と を 推 測 し た 。 ヨ ー ズ な ど の ト レ ポ ネ ー マ 感

染 症 が 顕 在 し た こ と 、 幼 児 期 の 低 栄 養 状 態 の 指 標 と な る エ ナ メ ル 質 減 形 成 が 多

発 し た こ と を 実 証 し た 。 ま た 、 重 度 の 齲 歯 と 歯 石 形 成 が 多 発 す る こ と か ら 炭 水

化 物 に 富 む 食 事 と 口 内 衛 生 の 悪 さ を 指 摘 し た 。 歯 の エ ナ メ ル 質 に 褐 色 色 素 が 沈

着 す る こ と を 明 ら か に し 、 マ リ ア ナ 諸 島 な ど で 嗜 好 さ れ る ビ ン ロ ウ ジ 噛 み に 起

因 す る も の で は な く 、 歯 の 低 カ ル シ ウ ム 状 態 と 重 度 の エ ナ メ ル 質 減 形 成 に 関 連

する こ とを 示 し た 。保 存 状 態 が 良好 な 女 性人 骨（ SK7 と SK11）と 男 性人 骨（ SK1）

を サ ン プ ル と し 、 頭 蓋 計 測 値 を 用 い て 多 変 量 解 析 に よ り 太 平 洋 や ア ジ ア の 集 団

と比 較 した 結 果 、二 人 分 の 女 性 人骨 は 互 いに 形 態特 徴 が異 な り 、一方（ SK7）は

ポ リ ネ シ ア 集 団 と 類 似 性 を 示 す が 、 他 方 （ SK11） は 、 ど の 比 較 集 団 に も 近 似 し

ない こ とを 明 ら か に し た 。ま た 男性 人 骨（ SK1）は 、頭 蓋 計測 値 で東 南 アジ ア と

ポリ ネ シア 集 団 に 類 似 し 、歯 の 計 測値 で は広 く アジ ア 集団 だ けで な く、パ ラオ 、

マ ー シ ャ ル 諸 島 、 グ ア ム の ミ ク ロ ネ シ ア 集 団 に も 類 似 す る こ と を 示 し た 。 最 小

限 の サ ン プ ル 数 で あ る た め に 他 集 団 と の 近 遠 関 係 を 十 分 に 論 じ る に は 制 約 を 伴

う が 、 フ ァ イ ス 島 の 古 人 骨 に は 多 様 性 が 認 め ら れ 、 ミ ク ロ ネ シ ア 中 央 部 に 複 数

回 の 人 間 の 移 住 が あ り 、 フ ァ イ ス 島 と 他 の ミ ク ロ ネ シ ア の 島 々 、 メ ラ ネ シ ア 、

東 南 ア ジ ア と の 間 で 文 化 的 接 触 が 存 在 し た と す る 考 古 学 や 言 語 学 で 提 示 さ れ た

仮説 を 傍証 で き た こ と に 大 き な 意 義が あ る。  



（続 紙  ２  ）                             

（論 文 審査 の 結 果 の 要 旨 ）  

 先 史 時代 の 遺 跡 か ら 出 土 す る 古 人骨 の 研究 は 、古 代 人の 身 体特 徴 、生 業 や生

活状 態 、系 譜 関 係 な ど を 解 明 す る 重要 な 人類 学 の研 究 分野 で ある 。彼ら の 個体

レ ベ ル と 集 団 レ ベ ル で の 実 像 を 復 元 す る こ と は 古 人 骨 研 究 に よ っ て の み 可 能

であ り 、生 業 や 生 活 習 慣 、健 康 状 態や 疾 病、人 口動 態 、往 古 の人 々 の移 動 や交

流な ど に関 わ る 諸 問 題 に 取 り 組 む 手段 と なる 。  

 申 請 者は マ レ ー シ ア か ら の 国 費 留学 生 であ る 。先 史 時代 の 人類 が 東南 ア ジア

方面 か ら太 平 洋 に 拡 散 し た 出 ア ジ ア現 象 を念 頭 に置 き 、古 人 骨研 究 の空 白 地帯

とも 言 える ミ ク ロ ネ シ ア 中 央 部 に 着目 し 、カ ロ リン 諸 島出 土 の古 人 骨資 料 を用

いて 、ミク ロ ネ シ ア に お け る ホ モ・サ ピ エン ス の拡 散 と交 流 の過 程 に関 す る仮

説を 検 証す る こ と を 企 画 し た 。古 人骨 資 料の 欠 如か ら 研究 が 進ん で いな か った

地域 を 研究 対 象 と し た た め 、分 析 に用 い た資 料 数は 多 くは な いが 、ファ イ ス島

ハサ ハ ペイ 遺 跡 で 発 掘 さ れ た 14 個体 の 人骨 を 材料 と して 形 態学 的 分析 を 試み

た。ま ず 、成 人骨 8 体、小 児骨 1 体、幼 児骨 5 体に つ いて 、身体 的 特徴 、生活

痕、病 変な ど を 詳 細 に 記 載 し た 。続い て 、保 存 状態 が 良好 で あっ た 成人 骨 格の

頭蓋 と 歯の 計 測 デ ー タ を 多 変 量 的 に解 析 する こ とで 、太平 洋 とア ジ ア地 域 で報

告さ れ てい る 人 骨 集 団 と フ ァ イ ス 人骨 と の間 で 近遠 関 係を 考 察し た 。申 請 論文

は 3 部 構成 で あ る 。第 1 部 は フ ァ イス 人 骨の 身 体特 徴 を多 角 的に 記 載す る 一次

的報 告 と女 性 頭 蓋 骨 の 集 団 間 比 較 を行 っ てい る 。先 史 ファ イ ス島 住 民が 、ポリ

ネシ ア 人に 似 て 高 身 長 に 傾 く 点 、骨格 特 徴に お いて 個 体変 異 が大 き い点 、アジ

ア人 に 特徴 的 な シ ャ ベ ル 状 切 歯 を 有す る 点な ど を指 摘 した 。また 、身体 的 負荷

の高 い 厳し い 労 働 を 日 常 的 に 経 験 して い たこ と 、ヨ ー ズと 思 われ る トレ ポ ネー

マ 感 染 症 が 認 め ら れ る こ と 、歯 の エナ メ ル質 に 強度 の 減形 成 や低 石 灰化 が 起こ

るな ど 幼児 期 の 栄 養 状 態 が 悪 か っ たと 推 測で き るこ と 、歯 の 齲食 や 石灰 沈 着に

口内 衛 生の 悪 さ が 観 察 さ れ る こ と など 、 注目 す べき 知 見を 導 いて い る。 ま た、

保存 状 態の 良 い 成 人 女 性 頭 蓋 二 つ のう ち 、一 つ がポ リ ネシ ア 人に 類 似性 を 示す

こ と を 10 項 目 の 計 測 値 を 用 い た 主 成 分 分 析 と ク ラ ス タ ー 分 析 に よ っ て 示 し

た。第 2 部 で は 9 項 目 の 計 測 値 を 用い 、男性 頭 蓋骨 の 主成 分 分析 を 行い 、比較

集団 の 中で は 、男 性 頭 骨 が ミ ク ロ ネシ ア 西部 の 集団 に 、さ ら には 広 くア ジ アや

ポリ ネ シア の グ ル ー プ に 類 似 す る こと を 指摘 し た。 第 3 部 で は 28 項目 の 歯の

計測 値 に基 づ く 主 成 分 分 析 を 行 い 、フ ァ イス 人 骨中 、第 2 部 で分 析 した 男 性頭

蓋骨 は 東南 ア ジ ア の グ ル ー プ に 類 似す る との 知 見を 示 した 。  

 ミ ク ロネ シ ア 中 央 部 に 位 置 す る カロ リ ン諸 島 では 、 古人 骨 研究 例 が乏 し く、

太 平 洋 地 域 へ の 人 類 の 進 出 過 程 を 検 証 す る 上 で 障 害 と な っ て い た 。 申 請 論 文

は、 こ の地 域 に お け る 最 初 の 古 人 骨資 料 報告 と して 学 術的 に 高い 意 義が あ る。

ヨー ロ ッパ 人 と 接 触 す る 前 の フ ァ イス 島 民の 身 体特 徴 、生 活 像、健 康状 態 など

を実 証 的に 復 元 す る こ と に 成 功 し た点 は 、太 平 洋の 島 嶼に お ける ホ モ・サ ピエ

ンス の 身体 適 応 の 実 態 を 理 解 す る 上で 意 義深 い 。ま た 、個 体 変異 の 大き さ を示

した こ とは 、 こ の 地 域 で の 人類 の 拡散 と 交流 史 の複 雑 さを 示 唆す る 。一 方 で、

最小 資 料数 を 用 い て 、多 変 量 解 析 から 得 られ た 結果 に つい て は脆 弱 性が 払 拭し

きれ な い点 、そ の た め 一 部 に 説 得 力に 欠 ける 考 察が 見 られ る など 、問題 点 も指

摘さ れ た。し か し な が ら 、資 料 の 学術 的 価値 の 高さ 、研究 テ ーマ の 独自 性 、多

面的 な 分析 に よ る 詳 細 な 一 次 情 報 の提 示 等、総 合的 に 判断 し て、当 該研 究 分野

の進 展 に大 き く 貢 献 す る こ と が 期 待で き ると の 結論 に 達し た 。  

 よ っ て、本 論 文 は 博 士（ 理 学 ）の学 位 論文 と して 価 値あ る もの と 認め る 。ま

た、 平 成 21 年 11 月 26 日 、 論 文 内容 と それ に 関連 し た事 項 につ い て試 問 を行

った 結 果、 合 格 と 認 め た 。  


